
ー

講

演

録

ー
解
脱
何

B

叡
尊
と
文
殊
偏
仰

表
題
と
し
ま
し
た
解
脱
何
日
は
、
解
脱
い
つ
の
ひ
ぞ
、
と
読
ん
で
お
き
ま
す

が
、
文
永
六
年

(
―
二
六
九
）

三
月
二
十
五
日
の
奥
書
を
も
つ
、
前
々
年
、
文
永

四
年
七
月
二
十
五
日
に
開
眼
供
養
し
た
、
般
若
寺
の
文
殊
像
に
さ
さ
げ
た
願
文

の

一
節
で
す
。
叡
尊
の
悲
痛
な
心
情
が
ま
っ
す
ぐ
に
吐
露
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
、
文
殊
信
仰
に
よ
っ
て
叡
尊
が
形
成
し
た
こ
と
の
核
心
が
そ
こ
に
秘
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
、
表
題
と
し
ま
し
た
。

叡
尊
は
歿
後
間
も
な
く
興
正
菩
薩
の
謡
号
を
う
け
た
非
凡
な
高
僧
で
あ
り
ま

す
の
で
、
い
ま
生
誕
八
百
年
の
時
を
経
て
そ
の
人
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
き
、

完
徳
の
鑑
と
し
て
見
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
そ
の
生
涯
を
、
徳
に
満
ち
て
苦

悩
を
知
ら
ぬ
、
動
か
ぬ
も
の
、
人
格
の
完
了
形
の
よ
う
な
も
の
の
よ
う
に
思
い

こ
み
や
す
い
。
こ
れ
が
明
恵
上
人
(
-

―
七
三
ー一

三
二
ニ
）
や
解
脱
房
貞
慶
（

一

一
五
五
I

―
ニ
―
三
）

の
よ
う
な
人
で
す
と
、

．歌
が
の
こ
り
、
行
状
の
記
録
が
あ

り
、
文
学
的
共
感
に
訴
え
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
そ
こ
か
ら
、
生
き
て
動
く
人
格

の
内
面
に
接
近
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
叡
尊
の
場
合
は
、
戒
律
復
興
者
の

き
び
し
い
自
律
自
戒
に
つ
い
て
の
記
憶
が
つ
よ
く
て
、
か
れ
の
動
く
や
わ
ら
か

な
人
格
の
内
面
に
接
近
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
敬
し
て

遠
ざ
け
、
こ
ち
ら
の
方
で
勝
手
に
、
叡
尊
を
わ
る
＜
概
念
的
に
と
ら
え
、
そ
の

人
格
を
固
定
的
に
完
了
し
た
か
た
ち
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
誤
り
に
お
ち
い
り

や
す
い
。
立
派
な
人
に
勝
手
に
仕
立
て
、
私
共
凡
俗
と
は
別
種
の
存
在
と
み
な

し
て
し
ま
う
。
立
派
な
人
と
口
で
い
い
な
が
ら
、
じ
つ
は
無
関
係
な
も
の
に
し

て
遠
ざ
け
る
こ
と
に
な
り
や
す
い
。
そ
う
な
り
ま
す
と
そ
れ
は
、
生
き
た
人
間

の
理
解
と
は
い
い
が
た
く
、
歴
史
の
理
解
と
し
て
も
問
題
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

人
間
的
共
感
を
根
底
に
お
く
べ
き
美
術
史
の
精
神
と
も
無
縁
の
も
の
と
な
り
か

ね
な
い
。
心
が
う
ご
き
事
が
お
こ
り
形
が
定
ま
る
、
と
い
う
人
と
美
の
全
体
的

理
解
か
ら
逸
脱
し
か
ね
な
い
。
そ
う
し
た
反
省
を
以
て
、
解
脱
何
日
と
い
う
言

葉
に
、
叡
尊
の
心
の
動
き
の
一
点
を
見
す
え
て
、
今
日
は
話
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

解
脱
何
日
の
言
葉
が
み
え
る
願
文
は
、
叡
尊
自
筆
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

当
館
の
山
本
信
吉
前
館
長
の
御
意
見
で
は
、
願
文
末
尾
の
二
十
五
日
叡
尊
の
六

文
字
が
自
筆
で
、
他
は
叡
尊
門
弟
の
な
か
の
練
達
し
た
老
僧
の
筆
で
は
な
か
ろ

う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
別
に
文
永
六
年
は
五
年
と

解
す
べ
し
と
い
う
意
見
も
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
づ
れ
に
し
て

も
文
言
そ
の
も
の
は
叡
尊
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
解
脱
何
日
は
、
そ

(l
)
 

の
願
文
の
中
段
に
み
え
る
言
葉
で
す
。
お
手
許
に
あ
り
ま
す
原
文
を
、

読
み
下

し
て
み
ま
す
。

抑
モ
ソ
モ
人
ノ
世
二
在
ル
ヤ
、
只
ダ

一
旦
ノ
名
利
二
耽
着
シ
、
更
ラ
ニ
永
却

ノ
沈
淮
ヲ
顧
ミ
ズ
、
東
二
趨
シ
リ
西
二
趨
リ
テ
、
悪
業
ハ
山
岳
卜
積
ミ
、
朝

二
営
ナ
ミ
タ
ヲ
営
ナ
ミ
テ
、
善
根
ハ
消
塵
モ
無
シ
。
矧
ハ
ン
ヤ
漁
猟
ヲ
業
ト

平

田

寛
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シ
、
鎮
ス
ン
ジ
テ
山
水
ノ
生
ヲ
殺
シ
、
艶
色
ヲ
術
ラ
イ
テ
、
常
二
衆
庶
ノ
心

ヲ
迷
ワ
ス
。
之
レ
ニ
加
ハ
エ
、
盲
聾
報
ヲ
受
ク
ル
ノ
者
有
ラ
バ
、
或
イ
ハ
痴

瘤
病
二
嬰
ル
ル
ノ
者
有
ラ
バ
、
彼
ノ
前
業
ヲ
謂
イ
、
則
ナ
ハ
チ
大
乗
ヲ
誹
謗

ナ

イ

リ

ス
ル
ノ
罪
ヲ
ナ
ス
。
泥
梨
ヲ
歴
ル
ト
雖
ド
モ
、
猶
オ
尽
キ
ズ
。
其
ノ
現
報
ヲ

キ
ッ
カ
イ

見
レ
ハ
、
亦
夕
乞
匈
孤
独
ノ
苦
ア
リ
、
但
ダ
衣
食
ヲ
望
ミ
テ
、
他
念
無
シ
。

解
脱
何
ツ
ノ
日
ゾ
。
流
転
ノ
絆
ナ
弥
ヨ
弥
ヨ
纏
フ
、
出
離
何
ゾ
期
セ
ン
、
牢

ト

サ

シ

ト

ザ

イ

カ

ン

獄
ノ
捷
堅
タ
ク
錬
セ
リ
。
悲
シ
キ
哉
、
悲
シ
キ
哉
。
為
何
セ
ン
、
為
何
セ
ン
。

こ
の
悲
痛
な
中
段
の
文
言
の
前
段
と
後
段
に
は
、
た
と
え
ば
生
身
之
影
向
な

ど
、
見
逃
せ
な
い
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
全
体
を
み
ま
す
と
客
観
的

に
、
形
式
に
則
っ
て
、
文
殊
像
を
造
る
こ
と
の
目
的
と
経
緯
が
表
明
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
い
ま
読
み
ま
し
た
願
文
中
段
の
文
言
は
、
き
び
し
い
言
葉
を
つ

ら
ね
て
、
人
間
の
生
き
る
現
実
の
悪
、
地
獄
を
経
て
も
消
え
ぬ
苦
し
み
を
坐
視

す
る
冷
酷
に
直
面
し
た
、
戒
律
者
叡
尊
の
苦
悩
が
率
直
に
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

般
若
寺
文
殊
像
の
造
立
は
、
そ
う
し
た
人
間
叡
尊
の
悲
痛
な
心
の
動
き
と
と
も

に
あ
っ
た
の
か
、
と
改
め
て
思
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

か
っ
て
寛
元
三
年
（

―二
四
五
）
九
月
、
行
基
の
生
家
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
和

泉
の
家
原
寺
に
お
い
て
、

二

（三
）
六
人
に
は
じ
め
て
別
受
戒
を
授
け
た
と
き
、

そ
の
文
殊
堂
で
発
し
た
叡
尊
の
願
文
に
は
、

苦
海
波
高
而
未
感
大
悲
之
船
、
長
夜
闇
深
而
永
失
解
脱
之
路
、
従
闇
移
於
闇

弥
背
大
覚
之
光

と
い
う
言
葉
が
み
え
ま
す
が
、
以
来
二
十
余
年
、
叡
尊
の
暗
夜
行
路
の
思
は
ま

す
ま
す
深
く
な
っ
て
い
た
の
か
、
と
解
脱
何
日
と
い
う
き
び
し
い
言
葉
を
み
て
、

ま
た
思
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
人
間
叡
尊
の
文
殊
信
仰
の
形
成
の
底
に
あ
っ
た

と
想
像
さ
れ
る
、
解
脱
何
日
と
い
う
問
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
そ
の
寛
元
三

年
か
ら
文
永
六
年
に
い
た
る
、
文
殊
信
仰
の
途
を
た
ど
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
寛
元
三
年
前
後
の
こ
と
を
み
ま
す
と
、
寛
元
三
年
の
家
原
寺
で
の
受

戒
に
さ
き
だ
っ
八
月
二
十
五
日
の
夜
、
文
殊
菩
薩
の
出
現
と
い
う
不
可
思
議
の

体
験
を
叡
尊
は
し
て
い
ま
す
。
こ
の
体
験
を
叡
尊
は
な
が
く
口
外
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
十
年
も
た
っ
て
の
ち
、
文
永
六
年
八
月
、
般
若
寺
文

殊
像
の
供
養
が
お
わ
り
、
般
若
寺
を
高
弟
信
空
に
託
す
こ
と
に
な
っ
た
と
き
は

じ
め
て
、
信
空
に
こ
の
体
験
を
伝
え
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
元

禄
年
間
（

一
六
八
八
ー

一
七
0
四
）
に
編
ま
れ
た
『
西
大
寺
勅
誼
興
正
菩
薩
行
実

年
譜
』
（
行
実
年
譜
）
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。『
金
剛
仏
子
叡
尊
感
身
学
正
記
』

（
感
身
学
正
記
）
に
は
み
え
ま
せ
ん
。

い
っ
た
い
に
、
『
感
身
学
正
記
』
に
お
け
る
叡
尊
は
、
自
ら
に
つ
い
て
語
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
彫
刻
史
の
ひ
と
は
よ
く
ご
承
知
の
こ
と
で
す
が
、

宝
治
元

年
（

―二
四
七
）
八
月
の
、
仏
師
善
円
作
の
愛
染
明
王
像
の
場
合
が
そ
の

一
例
で

す
。
『
感
身
学
正
記
』
は
、
現
存
す
る
こ
の
美
し
い
像
の
こ
と
に
は
ふ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
厨
を
つ
く
り
、
そ
の

一
部
を
仮
僧
堂
と
し
て
用
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ

て
い
る
の
み
で
す
。
傍
か
ら
み
て
の
重
大
事
で
も
、
自
分
個
人
に
い
さ
さ
か
で

も
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
語
ら
な
い
、
と
い
う
の
が

『感
身
学
正
記
』
に
お

け
る
叡
尊
の
基
本
的
態
度
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
師
叡
尊
か
ら
の
門
弟
た
ち
の

聴
書
で
あ
り
ま
す
『
興
正
菩
薩
御
教
誡
聴
聞
集
』
（
打
聞
集
）
に
お
い
て
も
、

自

ら
の
心
情
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
は
抑
制
的
で
す
。
戒
律
者
と
し
て
の
こ
の
き

び
し
い
抑
制
は
、
自
我
に
と
ら
わ
れ
た
近
代
人
で
あ
る
私
ど
も
に
は
、
き
わ
め

て
潔
よ
い
こ
と
に
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
そ
の
こ
と
が
、
明
恵
上
人
や
解
脱
房

貞
慶
に
た
い
す
る
の
と
異
な
る
、
叡
尊
を
敬
し
て
遠
ざ
け
る

一
因
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
ま
こ
と
に
残
念
で
す
。
生
誕
八
百
年
を
記
念
し
て
い
ま
、
叡
尊

を
語
る
こ
と
の
意
味
は
、
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

閑
話
休
題
、
こ
の
出
現
の
秘
事
を
語
ら
れ
た
信
空
は
、
幼
名
を
松
石
と
い
っ
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夜
テ

た
慈
道
房
信
空
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
仁
治
三
年
（

―二
四
二
）
三
月
、
叡
尊
の
門

弟
と
な
り
、
さ
き
に
申
し
ま
し
た
よ
う
に
文
永
四
年
(
―二
六
六
）
七
月
に
般
若

寺
住
持
と
な
り
、
叡
尊
歿
後
、
推
さ
れ
て
西
大
寺
を
継
い
だ
ひ
と
で
す
。
出
現

(
2
)
 

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

叡
尊
西
大
寺
二
住
セ
シ
寛
元
三
年
八
月
廿
五
日
寅
時
、
例
ノ
如
ク
後
夜
ノ
行

法
コ
レ
ヲ
勤
ム
。
五
相
成
身
観
ノ
後
、
心
神
勿
然
ト
シ
テ
湛
寂
タ
リ
、
宛
夕

カ
モ
定
二
入
ル
カ
如
シ
、
夢
二
非
ラ
ズ
覚
ム
ル
ニ
非
ラ
ス
。
空
中
二
於
テ
大

光
明
輪
有
リ
テ
大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
、

宝
蓮
花
二
坐
シ
金
獅
子
王
ノ
上
二
乗

リ
空
中
二
出
現
ス
、

予
信
心
、
心
肝
二
徹
シ
起
立
合
掌
ス
。
此
ノ
時
、
菩
薩

示
メ
シ
テ
日
ク
、
末
代
マ
デ
ノ
密
法
修
行
、
伝
戒
持
律
ノ
資
ト
ナ
サ
ン
ガ
為

二
、
汝
二
仏
性
戒
潅
頂
印
明
ヲ
授
ク
、
汝
伝
持
シ
テ
失
セ
令
ム
ル
コ
ト
勿
力

レ
。
即
ナ
ハ
チ
授
与
シ
給
ヒ
、
事
終
リ
テ
空
中
二
没
ス
。
其
ノ
後
、
行
法
畢

リ
テ
偕
ラ
ツ
ラ
冥
授
ノ
次
第
ヲ
憶
ヒ
、
心
二
任
カ
セ
テ
記
ス
ル
所
ナ
リ
。

こ
の
出
現
は
、
歴
史
的
に
回
顧
し
ま
す
と
、
明
恵
上
人
の
場
合
に
思
い
い
た
り

ま
す
。
建
久
六
年
（

―
-
九
五
）
秋
、
青
年
明
恵
は
紀
州
白
上
峯
の
草
庵
で
修
業

し
て
い
た
の
で
す
が
、
つ
い
に
み
づ
か
ら
耳
を
戟
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

カ
ナ
シ
ミ
ノ
涙
ヲ
ノ
コ
ヒ
、
耳
ノ
イ
タ
サ
ヲ
シ
ノ
ヒ
テ
、
泣
ク
、
、
声
ヲ
ア
ケ

花
厳
経
十
地
品
第
二
十
二
を
読
み
つ
ら
ね
た
と
き
の
、
文
殊
菩
薩
顕
現
の
こ
と

を
想
起
さ
せ
ま
す
。
お
な
じ
『
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
』
（
仮
名
行
状
）
に
つ
ぎ
の

よ
う
に
み
え
ま
す
。
明
恵
上
人
行
状
記
の
『
漢
文
行
状
』
の
上
山
本
も
報
恩
院

本
も
、
ほ
と
ん
ど
同
文
で
す
。

声
ヲ
ハ
ケ
マ
シ
テ
経
ヲ
誦
ス
ル
処
二
、
眼
ノ
上
忽
二
耀
ケ
リ
、
目
ヲ
ア
ケ
テ

ウ
ッ
ツ

見
ル
ニ
、
虚
空
ニ
ウ
カ
ム
テ
現
二
七
八
尺
ハ
カ
リ
ノ
上
二
、
文
殊
師
利
井
、

身
色
金
色
ニ
シ
テ
金
師
子
二
乗
シ
テ
現
シ
給
ヘ
リ
、
其
長
三
尺
ハ
カ
リ
、
光

寛
元
三
年
八
月
の
叡
尊
に
お
け
る
場
合
と
く
ら
べ
ま
す
と
、
生
ま
な
ま
し
い

気
分
を
感
じ
ま
す
。
両
者
に
お
け
る
出
現
を
比
較
す
る
の
は
、
本
日
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
情
の
ち
が
い
は
当
然
あ
り
ま
す
。
明
恵
は
二
十
六
オ
、

耳
を
自
戟
し
た
夜
の
は
げ
し
い
状
況
の
な
か
で
出
現
を
体
験
し
て
い
る
の
に
た

い
し
、
叡
尊
は
四
十
五
オ
、
後
夜
の
行
法
を
つ
と
め
五
相
成
身
観
に
入
っ
た
、

静
か
な
緊
張
の
な
か
で
の
体
験
で
す
。
こ
の
と
き
青
年
明
恵
は
、
大
聖
二
祈
請

シ
テ
智
恵
ヲ
乞
フ
た
の
で
す
が
、
壮
年
叙
尊
は
、
仁
治
元
年

（
―二
四
0
)
三
月

以
来
の
大
和
諸
宿
に
お
け
る
文
殊
供
養
を
す
で
に
体
験
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
ち
が
い
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
殊
菩
薩
を
介
し
て
、
明
恵
と
叡
尊
と

い
う
南
都
教
学
復
興
の
二
大
精
神
が
不
思
議
な
紐
帯
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
、

感
銘
を
覚
え
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

叡
尊
の
立
場
で
み
ま
す
と
、
寛
元
三
年
八
月
の
こ
の
文
殊
出
現
は
、
前
述
し

ま
し
た
仁
治
元
年
三
月
の
額
安
寺
西
に
お
け
る
文
殊
供
養
以
来
、
年
表
に
み
ま

オ
オ
ジ
ノ
ド
ウ
イ
チ
パ

す
よ
う
に
、

三
輪
宿
、
和
爾
宿
、
北
山
宿
、
大
路
堂
市
庭
、
今
里
野
な
ど
に
お

け
る
文
殊
供
養
を
な
し
と
げ
て
以
後
に
お
こ
っ
た
で
き
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の

諸
宿
に
お
け
る
文
殊
供
養
は
、
延
応
元
年
(
―
二
三
九
）
九
月
、
西
大
寺
で
叡
尊

に
受
戒
し
、
翌
年
三
月
に
出
家
し
た
忍
性
(
―
ニ
―

七
ー

ニ―
1
0
三）

の
、
亡
母

追
善
の
意
向
に
発
し
た
も
の
で
、
文
殊
菩
薩
画
像
七
幅
を
図
絵
し
て
、
大
和
諸

郷
に
安
置
供
養
す
る
と
い
う
願
に
応
え
た
も
の
で
し
た
。
供
養
の
細
部
は
は

っ

き
り
い
た
し
ま
せ
ん
が
、
寛
元
三
年
に
さ
き
だ
っ

二
年
二
月
二
十
五
日
、
馬
司

の
舜
蓮
房
乗
詮
の
立
願
し
た
大
和
七
宿
の
諸
文
殊
の
惣
供
養
で
は
、
非
人
と
蔑

ト
キ
ガ
ユ

称
さ
れ
た
貪
窮
者
千
余
人
に
、
斎
粥
を
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

寛
元

三
年
の
翌
年
四
年
十
月
二
十
五
日
、
河
内
の
土
師
寺
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
、

明
力
、
ヤ
ケ
リ
、
良
久
シ
テ
現
セ
ス
云
々
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河
内

一
国
諸
宿
文
殊
供
養
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
文
永

六
年
（

ニニ
六
九
）
の
般
若
寺
に
お
け
る
無
遮
大
会
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た

で
し
ょ
う
。
霜
を
踏
ん
で
堅
氷
至
る
と
申
し
ま
す
が
、
叡
尊
の
文
殊
供
養
も
ま

た
然
り
で
す
。
学
解
的
と
い
う
よ
り
行
業
的
な
、
知
恵
と
い
う
よ
り
行
動
と
し

て
、
文
殊
供
養
は
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
叡
尊
の
文
殊
信
仰
の
一
特
色
は
そ
こ

に
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
学
解
的
な
立
場
に
た
っ
て
み
ま
す
と
、
そ
の
文
殊
像
が
五
字
文
殊

像
で
あ
っ
た
の
か
、
八
字
文
殊
像
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
図
像
学
の
基
本
も

は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
供
養
日
が
文
殊
縁
日
と
さ
れ
る
二
十

(
3
)
 

五
日
が
え
ら
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
内
田
啓
一
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
貪
窮
者
に
た
い
す
る
施
与
は
、
天
長
五
年
（
八
二
八）

二
月
二
十
五
日
の
文
殊

会
以
来
の
ふ
る
い
伝
統
を
受
け
つ
ぐ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
東
大
寺
の
堀
池
春

(
4
)
 

峯
氏
が
説
か
れ
た
こ
と
で
し
た
。
『
文
殊
師
利
般
涅
槃
経
』
に
、
貪
窮
孤
独
苦
悩

衆
は
文
殊
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
其
有
得
文
殊
師
利
名
者
見
形
像
、

百
千
却
中
不
堕
悪
道
と
い
う
こ
と
も
説
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
解
脱

何
日
と
悲
し
む
言
葉
の
み
え
る
文
永
六
年
の
願
文
に
も
、
文
永
六
年
春
の
般
若

寺
に
お
け
る
無
遮
大
会
を
ひ
か
え
た
五
年
九
月
、
叡
尊
が
同
法
の
門
弟
に
語
っ

た
こ
と
の
な
か
に
も
み
ら
れ
ま
す
。
南
都
の
伝
統
を
受
け
つ
い
で
、
『
文
殊
師

利
般
涅
槃
経
』
は
叡
尊
の
文
殊
信
仰
の
一
核
心
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
た
し
か

で
す
。

文
殊
信
仰
と
直
接
関
係
し
な
い
よ
う
に
み
え
ま
す
戒
律
復
興
の
面
で
も
、
先

程
す
こ
し
ふ
れ
た
こ
と
で
す
が
、
寛
元
三
年
は
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
し
た
。

た
と
え
ば
『
菩
薩
戒
綱
要
抄
』
（
大
正
蔵
経
巻
七
四
）
で
は
、
こ
の
年
を
以
て
別
受

再
興
の
年
、
以
来
僧
俗
僧
尼
等
之
戒
律
、
更
無
所
閑
、
と
い
っ
て
い
ま
す
。

以
上
み
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、
文
殊
出
現
を
体
験
し
た
寛
元
三
年
は
、
文
殊

信
仰
者
と
し
て
も
律
僧
と
し
て
も
、
叡
尊
に
と
っ
て
は
画
期
的
な
、
重
要
な
年

で
あ
り
ま
し
た
。
西
大
寺
真
言
堂
に
文
殊
像
が
安
置
さ
れ
た
の
も
、
同
年
十

一

月
二
十
五
日
の
こ
と
で
し
た
。
翌
年
二
月
に
は
、
『
行
実
年
譜
』
に
よ
り
ま
す
と
、

『
文
殊
講
式
』

一
巻
が
製
せ
ら
れ
ま
し
た
し
、
以
後
毎
月
二
十
五
日
、
五
字
千

遍
之
神
呪
を
念
誦
す
る
こ
と
が
恒
軌
と
な
り
ま
す
。
さ
き
に
申
し
ま
し
た
同
年

十
月
二
十
五
日
に
土
師
寺
で
河
内

一
国
の
諸
宿
の
文
殊
供
養
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
と
き
、
そ
の
夜
、
土
師
寺
講
堂
で
二
百
三
十
六
人
も
の
人
に
、
菩
薩
戒
が

授
け
ら
れ
た
こ
と
も
、
忘
れ
が
た
い
こ
と
で
す
。
以
後
、
文
永
六
年
三
月
の
般

若
寺
に
お
け
る
文
殊
供
養
と
無
遮
大
会
と
に
む
か
っ
て
の
、

二
十
余
年
に
お
よ

ぶ
叡
尊
の
文
殊
信
仰
の
途
が
は
じ
ま
り
ま
す
が
、
そ
の
途
に
お
い
て
は
、
貪
窮

者
へ
の
施
与
と
菩
薩
戒
を
授
け
る
こ
と
と
が
、
車
の
両
輪
と
な
っ
て
信
仰
の
内

容
を
深
め
て
い
っ
た
よ
う
に
み
え
ま
す
。
『
行
実
年
譜
』
に
よ
り
ま
す
と
、
叡
尊

に
菩
薩
戒
を
受
け
た
者
は
、
道
俗
に
あ
わ
せ
て
九
万
七
千
七
百
十
人
に
の
ぼ
る

と
い
い
ま
す
。
別
受
戒
を
受
け
た
弟
子
は
八
百
三
十
余
人
で
す
。
た
ん
に
物
を

施
す
だ
け
で
は
な
い
、
人
び
と
は
自
覚
し
て
菩
提
心
を
発
し
、
釈
迦
如
来
の

一

弟
子
と
し
て
、
身
を
清
く
し
て
生
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
た
と

え
、
解
脱
何
日
と
い
う
深
刻
な
問
に
、
胸
の
内
を
さ
い
な
ま
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
と
し
て
も
。

叡
尊
の
文
殊
信
仰
の
独
自
性
は
、
そ
う
し
た
い
わ
ば
智
行
合

一
の
実
践
の
な

か
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
深
化
は
、
た
と
え
ば
八
字
文
殊
像
の
図
像
学
の

成
熟
に
み
ま
す
よ
う
に
、
密
教
研
究
と
と
も
に
も
た
ら
さ
れ
る
面
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
中
世
絵
画
史
を
勉
強
す
る
も
の
の

一

人
と
し
て
、
す
こ
し
鯖
れ
て
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
き
に
あ
げ
ま
し
た
寛
元
三
年
八
月
の
文
殊
出
現
の
こ
と
は
、
文
永
六
年
八
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象
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
あ
り
ま
せ
ん
。

月
に
般
若
寺
の
後
事
を
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
信
空
に
付
属
し
た
詞
の
な
か
で

語
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
付
属
の
詞
は
、
律
法
与
密
教
於

一

心
、
如
日
月
、
と
い
う
言
葉
で
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
具
体
的
な
成
果
の

ひ
と
つ
が
、
八
字
文
殊
像
の
図
像
学
の
成
熟
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
、
と
想
像

す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
で
す
。

叡
尊
に
は
も
ち
ろ
ん
、
五
字
文
殊
像
の
図
像
学
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ

と
で
す
。
建
治
一
―
一年
(
―
二
七
七
）
十
二
月
二
十
七
日
未
時
、
西
大
寺
二
於
イ
テ

之
ヲ
記
シ
タ
、
と
い
う
叡
尊
の
『
五
字
文
殊
念
誦
次
第
』
の
写
本
が
、
西
大
寺

に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
年
、
平
岡
社
蔵
の
大
般
若
経
の
印
仏
は
五
字
文
殊

像
で
す
。
叡
尊
十
三
回
忌
に
造
立
さ
れ
ま
し
た
西
大
寺
本
堂
現
存
の
文
殊
五
尊

像
も
ま
た
、
五
字
文
殊
像
で
す
。
五
字
文
殊
像
が
一
貰
し
て
、
叡
尊
の
信
仰
対

し
か
し
、
そ
の
叡
尊
は
す
で
に
若
年
の
こ
ろ
、
醍
醐
松
橋
流
の
真
言
僧
と
し

て
、
八
字
文
殊
像
の
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
し
た
。
嘉
禄
二
年
(
―
二
二
六）、

醍
醐
松
橋
流
の
真
言
僧
の
ひ
と
り
と
し
て
、
叡
尊
は
『
図
像
抄
』
を
書
写
し
、

第

一
•
第
八
巻
を
担
当
し
て
い
ま
す

。

こ
の
『
図
像
抄
』
は
い
ま
生
駒
の
宝
山

寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
図
像
抄
』
の
巻
四
・
秘
法
の
条
に
八
字
文
殊
像
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
五
字
文
殊
像
は
巻
四
・
菩
薩
の
条
に
み
え
ま
す
。
こ
の
八

字
文
殊
像
の
図
像
を
踏
襲
し
た
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ま
問
題
と

し
て
い
ま
す
般
若
寺
の
文
殊
像
は
、
文
永
六
年
の
願
文
に
み
ま
す
よ
う
に
、
御

身
裏
、
す
な
わ
ち
胎
内
に
、
両
部
曼
荼
羅
お
よ
び
五
字
文
殊
曼
荼
羅
と
な
ら
ん

で
八
字
文
殊
曼
荼
羅
が
図
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
文
永
四
年
の
般
若
寺
文
殊
像

が
八
字
文
殊
像
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
が
、
残
念
な
こ

と
に
そ
の
像
は
、
延
徳
二
年
(
-
四
九
0
)
に
焼
失
し
て
し
ま
い
原
容
を
た
ど
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

い
ま
般
若
寺
本
堂
に
ま
つ
る
像
は
、
元
亨
四
年
(
-
三
二

四
）
、
文
観
殊
音

(
―二
七
八
ー
一

三
五
七
）
が
発
願
し
、
仏
師
康
俊
・
康
成
が
制
作
し
た
半
等
身

の
像
で
す
が
、
本
堂
で
い
ま
の
状
態
で
ま
つ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
お

そ
ら
く
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
叡
尊
の
文
永
四
年
の
周
丈
六
の

大
き
さ
で
造
立
さ
れ
た
文
殊
像
と
直
接
に
む
ず
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

文
観
殊
音
は
般
若
寺
の
信
空
の
門
弟
で
、
そ
の
名
前
に
し
め
さ
れ
て
い
ま
す
よ

う
に
、
観
音
と
文
殊
の
熱
心
な
信
仰
者
で
あ
り
ま
し
て
、
叡
尊
十
三
回
忌
に
造

ら
れ
た
、
い
ま
西
大
寺
本
堂
に
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
文
殊
像
の
胎
内
に
は
、
か

れ
文
観
殊
音
が
書
写
し
た
日
課
文
殊
菩
薩
図
や
真
言
と
と
も
に
、
美
し
い
八
字

文
殊
曼
荼
羅
図
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
八
字
文
殊
の
造
像
の
源
泉
は
、
叡
尊
に
あ
り
ま
す
。

西
大
寺
に
は
、
叡
尊
在
世
時
の
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
仏
画
を
代
表
す
る
文
殊

菩
薩
図
が
現
存
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
文
殊
菩
薩
図
が
八
字
文
殊
像
で
す
。

『
感
身
学
正
記
』
に
み
え
ま
す
建
長
一
二
年
(
―

二
五
一
）
、
絵
師
尭
尊
が
図
絵
し

た
作
品
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
人
も
い
ま
す
。
西
大
寺
に
お
け
る
叡
尊
の
文

殊
信
仰
と
そ
の
造
像
に
つ
い
て
、
す
ぐ
れ
た
論
考
に
よ
っ
て
先
鞭
を
つ
け
ら
れ

た
小
林
剛
博
士
は
、
こ
の
現
存
す
る
画
像
に
つ
い
て
、
「
叡
尊
独
特
の
画
像
と

(
5
)
 

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
独
特
と
は
、
端
的

に
は
八
字
文
殊
の
図
像
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
胎
界
・
金
界
の
各
五
仏
の
種
子
を

書
き
、
五
大
の
真
言
を
書
き
、
八
髯
を
結
い
獅
子
に
坐
す
稚
児
文
殊
が
、
剣
と

梵
経
を
持
ち
、
八
大
童
子
を
し
た
が
え
る
図
様
で
す
。
こ
の
図
像
は
、
建
武
元

年
(
-
三
三
四
）
六
月
に
、
亡
母
五
七
日
の
供
養
の
た
め
文
観
殊
音
が
図
絵
せ
し

め
た
東
寺
旧
蔵
の
画
像
を
は
じ
め
数
本
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
不
日
、
別
稿
を
用
意
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
叡
尊
の
八
字
文
殊
像
は

文
観
殊
音
の
時
代
に
い
た
る
ま
で
、
独
特
の

一
系
譜
を
つ
く
つ
て
い
る
こ
と
は
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あ
き
ら
か
で
す
。
そ
の
独
特
さ
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
が
問
題
で
す
。
叡
尊
は

つ
ね
に
正
し
い
典
拠
に
も
と
づ
い
て
造
像
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の

一
っ
は
、
前
述
し
ま
し
た
よ
う
に
、
律
法
卜
密
教
ト

一
心
二
於
ク
コ
ト

日
月
ノ
如
シ
、
と
い
う
寛
元
三
年
八
月
の
文
殊
出
現
を
体
験
し
て
の
ち
の
新
し

い
決
意
か
ら
き
て
い
ま
す
。
端
的
に
い
え
ば
、
密
教
研
究
の
深
化
か
ら
も
た
ら

さ
れ
た
も
の
で
す
。
叡
尊
が
い
わ
ゆ
る
『
八
字
文
殊
軌
』
（
菩
提
仙
訳
、
大
聖
妙
吉

祥
菩
薩
秘
密
八
字
陀
羅
尼
修
行
曼
荼
羅
次
第
儀
軌
法
。
大
正
蔵
経
巻
二
十
）
や
、
い
わ

ゆ
る

『宝
法
蔵
陀
羅
尼
経
』
（
菩
提
流
志
訳
、
仏
説
文
殊
師
利
法
宝
蔵
陀
羅
尼
経
。
大

正
蔵
経
巻
二
十、

い
わ
ゆ
る
『
文
殊
陀
羅
尼
経
』
（
菩
提
流
志
訳
、

文
殊
師
利
宝
蔵
陀
羅
尼
経
。
大
正
蔵
経
巻
二
十‘

――

八
五

B
)
な
ど
の
著
名
な
密
教

遊
戯
邑
緊
落

―一

八
五
A
)
や、

不
捨
大
悲
願

変
身
為
真
童

衰
形
為
老
状

儀
軌
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
推
察
で
き
ま
す
。
『
文
殊
陀
羅
尼
経
』

文

殊

大

菩

薩

或

冠

或

露

体

示
現
磯
寒
苦

或

乞

衣

財

宝

与

満

一
切
願

と
い
う
、
南
都
伝
統
の
『
文
殊
師
利
般
涅
槃
経
』
の
経
意
を
踏
襲
す
る
か
の
よ

う
な
文
言
を
み
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
さ
き
に
あ
げ
ま
し
た
建
治
三
年

(
―二

七
七
）
十
二
月
の
叡
尊
奥
書
を
も
つ
『
五
字
文
殊
念
誦
次
第
』
の
ほ
か
、
弘
安
元

年

(
―二
七
八
）
八
月
の
叡
尊
奥
書
を
も
っ

．『
八
字
文
殊
次
第
』
や
、
建
久
三
年

（
―
-
九
二
）
五
月
の
雅
西
撰
、
弘
長
二
年

(
―二
六
二
）
二
月
の
心
慶
奥
書
を
も

っ
『
文
殊
念
誦
次
第
』
な
ど
が
、
い
ま
西
大
寺
に
伝
存
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ら
を
見
ま
す
と
、
文
殊
出
現
の
翌
年
に
あ
た
る
寛
元
四
年
（

―二
四
六
）
二
月
二

十
五
日
に
叡
尊
が
製
し
た
『
文
殊
講
式
』

一
巻
と
く
ら
べ
、
そ
の
内
容
の
充
実

は
あ
き
ら
か
で
す
。

つ
い
で
に
申
し
ま
す
と
、
『
八
字
文
殊
次
第
』
に
は
、

『文

或
作
貪
窮
人

令
人
発
一
施

殊
陀
羅
尼
経
』
が
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
、
密
教
研
究
に
よ
る
文
殊
信
仰
の
深
化
は
あ
き
ら
か
で
す
が
、

或
処
小
児
叢

巡
行
坊
市
纏

の
偶
に

八
字
文
殊
像
の
図
像
学
に
は
さ
ら
に
考
慮
す
べ
き
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
叡

尊
と
の
関
係
だ
け
か
ら
み
ま
す
と
、
す
こ
し
漠
然
た
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す

が
、
そ
の
二
と
し
て
、
天
台
教
学
の
伝
統
に
つ
い
て
、
八
字
文
殊
像
の
信
仰
と

図
像
学
の
由
来
を
た
づ
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
し
か
に
、
叡
尊
が
学
ん
だ
真
言
密
教
の
立
場
で
は
、
『
覚
禅
紗
』
巻
六
十
に

み
え
る
こ
と
で
す
が
、
長
承
三
年

（
―
-
三
四
）
八
月
、
鳥
羽
院
の
と
き
、

天
変

に
よ
り
八
字
文
殊
法
が
修
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
事
例
と
し
て

古
く
、
事
例
の
数
も
多
い
の
は
天
台
教
学
の
場
合
で
す
。
た
と
え
ば
『
阿
裟
縛

抄
』
巻
百

一
に
よ
り
ま
す
と
、
『
扶
桑
略
記
』
に
云
う
と
し
て
、
嘉
祥
三
年

（八

五
0
)
二
月
甲
子
日
、
仁
明
天
皇
御
薬
の
た
め
仁
寿
殿
に
お
い
て
、
慈
覚
大
師
円

仁
（
七
九
四
ー
八
六
四
）
が
文
殊
八
字
法
を
修
し
た
の
が
古
く
、
以
来
、
院
政
期

の
承
徳
三
年

(
1
0
九
九
）
四
月
二
十
八
日
、
康
治
元
年
（

―
-
四
二）

十

一
月
二

十
日
、
同
二
年
十

一
月
二
十
五
日
、
保
元
二
年
（

―
-
五
七
）
五
月
十
四
日
な
ど

に
も
、
国
王
の
正
行
平
等
の
た
め
に
修
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
時
代
に
は
い
っ
て
か
ら
の
こ
と
は
、
小
林
剛
先
生
が
あ
げ
て
居
ら
れ
る

(6
)
 

事
例
で
す
が
、
正
治
二
年

(
―二

0
0
)
七
月
二
十
八
日
、

二
位
殿
御
産
の
た
め

僧
忠
快
が
、
建
保
――一年
(
―

ニー

五
）
五
月
十
五
日
、
将
軍
殿
下
息
災
の
た
め
、

同
じ
く
僧
忠
快
が
八
字
文
殊
法
を
修
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
み
て
気

付
き
ま
す
こ
と
は
、
文
殊
縁
日
と
さ
れ
る
二
十
五
日
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
こ

と
、
貪
窮
者
へ
の
施
与
が
目
的
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、

記
録

が
堂
上
貴
紳
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
指
摘
し
た
こ
と
が
天
台
教
学
の
文

殊
信
仰
全
体
の
特
徴
で
あ
る
、
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
図
像
の
内
容
も
わ
か
り
ま

せ
ん
。

つ
い
で
に
『
門
葉
記
』
巻

一
五
五
に
よ
り
ま
す
と
、
治
承
四
年
(
-―

八

0
)
、
元
久
二
年

(
―二

0
五
）
、
安
貞
年
間
(
―
ニ
ニ
七
ー
九
）
、
文
永
元
年
（

一

二
六
四
）
六
月
二
十
七
日
な
ど
の
事
例
を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
信
仰
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内
容
や
図
像
学
に
つ
い
て
参
考
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
叡
尊
は
慈
覚
大
師
以
来
の
天
台
教
学
に
お
け
る
八
字
文

殊
像
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
か
は
不
明
な
の
で
す
が
、
建
長
八
年
(
―二

五

六）

三
月
、
慈
覚
大
師
将
来
の
聖
徳
太
子
『
勝
墨
経
疏
紗
』
を
、
叡
尊
は
繕
写
し
、

法
隆
寺
に
寄
付
し
た
こ
と
も
あ
り
、
八
宗
兼
学
の
精
神
と
も
無
縁
で
あ
っ
た
と

も
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
も
院
政
期
以
来
、
真
言
教
学
の
立
場
で
の
図
像
編
纂

の
過
程
で
、
天
台
図
像
学
の
学
習
は
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
い
ま
明
確
に
影
響
を
指
摘
で
き
る
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
叡
尊
の
八
字
文
殊
図
像
の
形
成
に
天
台
教
学
の

伝
統
は
無
関
係
で
あ
っ
た
、
と
無
視
す
る
こ
と
も
難
し
い
よ
う
で
す
。

こ
の
ほ
か
余
談
め
き
ま
す
が
、
『
白
宝
口
抄
』
巻
八
六
な
ど
に
み
ま
す
、
八
字

文
殊
像
と
如
意
宝
珠
と
は
一
体
で
あ
る
と
い
う
考
え
も
、
密
教
研
究
の
所
産
の

―
っ
と
し
て
、
叡
尊
は
理
解
し
て
い
た
よ
う
に
も
想
像
さ
れ
ま
す
。
八
字
文
殊

像
に
例
を
と
っ
て
、
叡
尊
の
密
教
研
究
に
も
と
づ
く
文
殊
信
仰
の
深
化
の

一
面

に
ふ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
お
し
ま
い
に
日
月
の
如
し
と
い
わ
れ
た
律
法
の

面
に
も
ふ
れ
て
、
本
日
の
話
を
お
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
貪
窮
者
に
た
い
す

る
叡
尊
の
堅
固
な
行
業
の
基
礎
を
つ
く
つ
て
い
る
の
は
、
か
れ
が
持
し
た
戒
律

般
若
寺
の
文
永
四
年
の
文
殊
像
に
は
、
五
字
八
字
等
真
言
各

一
万
遍
を
は
じ

め
と
し
て
、
陀
羅
尼
、
真
言
、
仏
舎
利
、
仏
像
、
経
巻
、
奉
加
帳
、
殺
生
禁
断

状
お
よ
び
戒
名
帳
な
ど
が
奉
籠
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
造
立
願
文
に
よ
り
ま
す
と
、

菩
薩
戒
七
衆
三
万
百
五
十
八
人
名
帳
を
花
座
中
に
納
め
た
、
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
数
は
、
前
述
し
ま
し
た
叡
尊
が
そ
の
生
涯
で
菩
薩
戒
を
授
け
た
総
数
、
僧
俗

九
万
七
千
七
百
十
人
の
、
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
あ
た
り
ま
す
。

般
若
寺
の
文
殊
像
の
制
作
は
、
建
長
七
年
(
―二
五
五
）
春
に
は
じ
ま
り
文
永

の
つ
よ
さ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

四
年
(
―二
六
七
）
に
お
わ
り
、
翌
々
年
三
月
の
無
遮
大
会
に
い
た
る
わ
け
で
す

が
、
前
後
十
余
年
、
莫
大
な
費
用
が
か
か
っ
た
は
ず
で
す
。
貴
賤
に
す
す
め
て

奉
加
を
願
い
料
物
と
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
す
す
め
方
は
、
『
感
身
学
正
記
』
に

よ
り
ま
す
と
、
ア
エ
テ
勧
進
之
詞
ヲ
出
サ
ズ
、
自
然
之
助
成
二
任
セ
、
ヒ
ロ
ク

小
縁
ヲ
結
バ
シ
メ
た
と
い
い
ま
す
。
勧
進
状
を
出
さ
ず
、

一
人
ひ
と
り
が
直
接

に
結
縁
す
る
こ
と
で
奉
加
料
を
あ
つ
め
た
わ
け
で
す
。
合
力
鯖
縁
、
勧
進
親
疎

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
叡
尊
の
合
力
の
す
す
め
方
は
、
前
例
と
し
て
は
宝

治
元
年
（
―
二
四
七
）
の
愛
染
明
王
像
、
後
例
と
し
て
は
弘
安
三
年
(
―二
八
0
)

の
叡
尊
八
十
歳
寿
像
の
場
合
と
、
基
本
的
に
同
じ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

八
十
歳
寿
像
の
場
合
は
、
千
二
百
二
十
八
人
の
受
戒
し
た
弟
子
の
交
名
と
一二
百

二
十
五
人
の
近
住
男
女
の
交
名
と
が
奉
籠
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
人
び
と
の
努
力
の
結
果
と
し
て
、
文
永
六
年
三
月
五
日
、
般
若

寺
西
南
野
を
施
場
と
し
て
、
貪
窮
孤
独
な
る
文
殊
菩
薩
の
形
像
を
前
に
し
て
、

貪
窮
者
に
た
い
す
る
無
遮
大
会
が
設
け
ら
れ
た
の
で
し
た
。
『
行
実
年
譜
』
で
は

三
万
余
人
、
『
法
隆
寺
別
当
次
第
』
玄
雅
法
印
の
条
で
は
六
千
余
人
、
『
中
臣
祐

賢
記
』
で
は
二
千
人
が
施
し
を
受
け
た
、
と
い
い
ま
す
。
『
中
臣
祐
賢
記
』
に
よ

り
ま
す
と
、
米

一
斗
、
ヒ
カ
サ
・
筵

一
枚
六
尺
・
ウ
チ
ワ
・
ア
サ
ナ
ヘ
・
ハ
リ

・
イ
ト
・
ヒ
キ
レ
・
モ
チ
ヰ
・
カ
シ
ラ
ッ
ツ
ミ
ノ
布
・
シ
ル
・
カ
ウ
シ
・
水
な

ど
が
用
意
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
文
殊
像
の
造
立
か
ら
無
遮
大
会
ま
で
、
そ
の

費
用
の
調
達
の
こ
と
か
ら
考
え
ま
す
と
、
首
尾
十
余
年
を
要
し
た
事
業
に
あ
た

っ
た
人
び
と
が
、
叡
尊
の
い
う
同
法
等
俗
で
あ
り
、
文
殊
像
花
座
に
納
め
た
三

万
百
五
十
八
人
名
帳
の
な
か
の
受
戒
者
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

般
若
寺
の
の
ち
、
叡
尊
の
信
仰
は
、
光
明
真
言
、
舎
利
信
仰
、
伊
勢
信
仰
、

殺
生
禁
断
の
諸
面
で
深
化
し
、
記
録
の
上
で
文
殊
信
仰
へ
の
言
及
は
少
な
く
な

り
ま
す
が
、
文
殊
信
仰
が
弱
ま
っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、

91 —鹿園雑集 5 (2003) 



、王
1111
0
.
 (
1
)
 
文
殊
菩
薩
像
造
立
供
養
願
文
（
文
永
六
・

三

・
廿
五
）

（
上
略
）
抑
々
人
之
在
世
也
、
只
耽
着

一
旦
之
名
利
、
更
不
顧
永
却
之
沈
滴
、
趨

東
趨
西
、
而
悪
業
者
、
積
山
岳
、
営
朝
営
夕
、
而
善
根
者
、
無
消
塵
、
矧
於
業
漁

猟
、
鎮
殺
山
水
之
生
、
術
艶
色
、
常
迷
衆
庶
之
心
乎
、
加
之
、
或
有
受
盲
聾
報
之

者
、
或
有
嬰
析
瘤
病
之
者
、
謂
彼
前
業
、
則
誹
謗
大
乗
之
罪
、
雖
歴
泥
梨
、
猶
未

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

こ
の
間
、
解
脱
何
日
と
い
う
悲
痛
な
思
い
が
叡
尊
の
胸
底
か
ら
消
え
た
と
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
悲
痛
な
思
い
の
深
さ
が
む
し
ろ
、
叡
尊
独
特
の
文
殊

信
仰
の
実
践
を
続
け
せ
し
め
る
力
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
絶
え
る
こ
と

の
な
い
人
間
の
悲
惨
を
直
視
し
、
そ
の
克
服
に
立
向
う
叡
智
と
意
志
を
持
ち
続

け
る
こ
と
は
や
さ
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
叡
尊
に
お
い
て
そ
の
こ
と

が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
か
れ
が
超
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

解
脱
何
日
と
い
う
悲
痛
な
思
い
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
そ
の
こ
と

て
い
ま
す
。

行
業
に
お
い
て
師
の
叡
尊
を
し
の
ぐ
と
さ
え
称
さ
れ
た
忍
性
が
、
文
殊
信
仰
を

し
っ
か
り
と
継
承
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
般
若
寺
の
こ
と
に

つ
い
て
も
、
叡
尊
歿
後
の
こ
と
で
す
が
、
永
仁
四
年
(
―二
九
六
）
に
は
焼
失
し

た
金
堂
を
復
興
し
て
丈
六
文
殊
像
を
安
置
し
ま
す
し
、

間
戸
を
開
い
て
い
ま
す
。
つ
よ
く
て
永
い
師
弟
の
紐
帯
か
ら
や
や
離
れ
た
と
こ

ろ
で
も
、
弘
安
五
年
(
―
二
八
二
）
十
月
、
す
で
に
叡
尊
は
八
十
二
歳
の
高
齢
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
鳥
長
承
寺
の
取
石
宿
に
お
い
て
、
供
養
時
に
お
け
る

狼
藉
を
停
止
し
、
瘤
病
人
の
意
向
を
大
事
に
す
る
こ
と
な
ど
の
誓
状
を
受
け
、

供
養
法
を
つ
と
め
、
長
承
寺
に
お
い
て
三
百
六
十
三
人
に
菩
薩
戒
を
授
け
る
な

ど
、
旧
来
同
様
、
文
殊
供
養
し
施
与
し
授
戒
す
る
と
い
う
行
業
は
つ
づ
け
ら
れ

い
ま
も
残
る
北
山
十
八

（
ひ
ら
た
ゆ
た
か

長
崎
純
心
大
学
大
学
院
教
授
）

尽
見
其
現
報
、
亦
乞
匈
孤
独
之
苦
、
但
望
衣
食
、
無
他
念
、
解
脱
何
日
、
流
転
之

絆
、
弥
々
纏
、
出
離
何
期
、
牢
獄
之
捷
堅
鎖
、
悲
哉
非
哉
、
為
何
為
何
。

（
下
略
）

(
2
)
叡
尊
付
嘱
信
空
詞
（
文
永
六
・
八
・
廿
五
）

叡
尊
住
西
大
寺
、
寛
元
三
年
八
月
廿
五
日
寅
時
、
如
例
後
夜
之
行
法
勤
之
、
五
相

成
身
観
之
後
、
心
神
忽
然
湛
寂
、
宛
如
入
定
、
非
夢
非
覚
、
於
空
中
有
大
光
明
輪
、

大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
、
坐
宝
蓮
花
、
乗
金
獅
子
王
上
、
出
現
空
中
、
予
信
心
徹
心

肝
、
起
立
合
掌
、
此
時
菩
薩
示
日
、
為
末
代
密
法
修
行
伝
戒
持
律
資
、
汝
可
授
仏

性
戒
灌
頂
印
明
、
汝
伝
持
勿
令
失
、
即
授
与
給
事
終
没
空
中
、
（
中
略
）

時
文
永
六
年
八
月
廿
五
日
、
授
与
信
空
大
徳
、
唯
授

一
人
、
不
可
及
二
人
、
西
大

寺
叡
尊

(
3
)
内
田
啓
一
「
西
大
寺
叡
尊
及
び
西
大
寺
流
の
文
殊
信
仰
と
そ
の
造
像
」
『
美
術
史
研

究』

二
六
冊
、

一
九
八
八
年
十
二
月

(
4
)
堀
池
奉
峯
「
南
都
仏
教
と
文
殊
信
仰
」
『
大
和
文
化
研
究
』
―
二

八
号
、

一
九
六
九

年
二
月
。
『
南
都
仏
教
史
の
研
究
』
下
巻
(
-
九
八
二
年
四
月
）
所
収
、
法
蔵
館

(
5
)
小
林
剛
「
西
大
寺
に
お
け
る
典
正
菩
薩
叡
尊
の
事
蹟
」

『仏
教
芸
術
』
六
二
号
、

一

九
六
六
年
十
月

こ
の
他
、
小
林
剛
先
生
が
、
「
興
正
菩
薩
叡
尊
の
文
殊
信
仰
と
そ
の
造
像
」

『大

和
文
化
研
究
』
四
九
号
、

一
九
六
二
年
五
月
、
を
は
じ
め
と
す
る
諸
論
考
と
、

『西

大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
第
二
冊
、
一
九
五
六
年
三

月
、
な
ど
に
よ
っ
て
、
今
日
の
叡
尊
研
究
の
基
礎
を
築
か
れ
た
功
績
は
大
き
い
。

本
稿
も
ま
た
、
そ
の
学
恩
に
み
ち
び
か
れ
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
6
)
前
掲
註
5
、
「
興
正
菩
薩
叡
尊
の
文
殊
信
仰
と
そ
の
造
像
」

本
稿
は
、
生
誕
八
百
年
を
記
念
す
る
奈
良
国
立
博
物
館
の
特
別
陳
列
『
興
正
菩
薩
叡

尊
』
に
関
係
し
て
、

二
0
0
一
年
十
二
月
九
日
、
奈
良
国
立
博
物
館
講
堂
で
お
こ
な
っ

た
講
演
に
、
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

二
0
0
二
年
春
の
箪
者
の
病
気
の
た
め
、

本
誌
に
お
け
る
発
表
は

一
年
お
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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同

七

年

同

三
年

建
長
元
年

同

二
年

同

年
同

年

同

四

年

同

年

同

三
年

同

年

同

三
年

同

二
年

暦
仁
二
年

仁
治
元
年

寛
元
二
年

宝
治
元
年

同

年

同

年

同

年

同

四

年

同

二
年

建
仁
元
年

嘉
禎
元
年

五
五
五 四
九
四
八

四
七
四
六
四
五
四
四
四 四 四
〇
三
九

三
八
三
六
三
五

―
二
0
1

春
頃 五
月

四
日

十
月

八
日

三
月

晦
日

春
頃 二

月
廿
五
日

八
月
廿
五
日

十
月
廿
八
日

十

一
月
十
八
日

正
月
廿
五
日

三
月
廿
五
日

十

一
月
廿
五
日

八
月
十
八
日

二
月
廿
八
日

西
大
寺
を
結
界
す

西
大
寺
塔
に
於
て
は
じ
め
て
三
時
秘
法
を
修
す

忍
性
、
額
安
寺
西
辺
の
宿
に
文
殊
像

一
鋪
を
安
置
供
養

三
輪
宿
に
於
て
文
殊
像

一
鋪
を
安
置
供
養

和
爾
宿
に
於
て
文
殊
供
養

北
山
宿
に
於
て
文
殊
供
養

今
里
野
の
仮
屋
に
於
て
諸
宿
の
文
殊
を
奉
請
し
、
千
余
非
人
に
施
与
す

叡
尊
、
文
殊
菩
薩
の
出
現
を
う
く
（
行
実
年
譜
）

西
大
寺
真
言
堂
を
建
て
、
文
殊
像
を
安
置
す
（
行
実
年
譜
）

十
月
廿
五
日
一
土
師
寺
に
於
て
河
内

一
国
諸
宿
の
文
殊
を
供
養
す

西
大
寺
厨
を
造
り
始
む

帰
命
釈
迦
尊
頌
文
を
発
願
立
誓
す
（
行
実
年
譜
）

仏
師
善
円
、
西
大
寺
の
愛
染
明
王
像
を
造
る
（
納
入
文
書
）

定
舜
等
、
元
よ
り
将
来
の
律
三
大
部
二
具
を
西
大
寺
に
納
む

仏
師
善
慶
等
、
清
涼
寺
像
を
模
し
て
西
大
寺
の
釈
迦
如
来
像
を
造
る
（
銘
）

絵
師
発
尊
、
西
大
寺
の
文
殊
菩
薩
、
十
六
羅
漢
、
祖
師
等
の
画
像
二
十

一
鋪
を
図
絵
す

仏
師
善
慶
、
般
若
寺
文
殊
像
御
首
を
造
り
始
む

三
月

六
日

正
月

一
日

九

月

上

旬

八

月

八

日

八

月

五

日

九
月

一
日

正
月
十
六
日

五
月

興
正
菩
薩
叡
尊
関
係
略
年
譜

は
じ
め
て
西
大
寺
に
住
す

覚
盛
、
円
晴
、
有
厳
と
と
も
に
、
東
大
寺
に
於
て
自
誓
受
戒
す

海
龍
王
寺
よ
り
西
大
寺
に
還
住
す
。
こ
の
頃
西
大
寺
の
荒
廃
甚
だ
し

西
大
寺
四
王
院
に
最
勝
王
経
を
転
読
す

西
大
寺
に
八
角
五
重
石
塔
を
建
て
舎
利
を
奉
納
す

大
和
国
添
上
郡
蓑
田
里
に
出
生

註
金
剛
仏
子
叡
尊
感
身
学
正
記
に
よ
る
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同

年

同

三
年

同

年

同

年

同

年

同

三
年

同
十

一
年

同

九

年

同

八

年

同

七

年

同

六
年

同

年

同

四

年

同

年

同

二
年

正
嘉
元
年

正
元
元
年

文
応
元
年

弘
長
元
年

文
永
元
年

同
十
二
年

建
治
二
年

弘
安
元
年

同

二
年

八
〇
七
八

七
七
七
六
七
五
七
四
七 七 七
〇
六
九

六
七
六
四

六
〇
六

一

六
二

五
九
五
八
五
七

八
月
廿
六
日

六
月
廿
六
日

十

一
月

八
月
三
月
廿
五
日

十

一
月
十
五
日

八
月
十
四
日

九
月
四
月

春
冬
間
二
月

六
日

六
月

一
日

三
月
廿
五
日

七
月

九

月

四

日

九
月
十
五
日

十
二
月
廿

一
日

十
二
月
廿

一
日

二
月
廿
五
日

正
月
廿
五
日

二
月
ー
八
月

七
月
廿
二
日

七
月
廿
五
日

秋
冬
間

般
若
寺
の
文
殊
像
の
造
巧
を
終
わ
る

西
大
寺
に
於
て
高
雄
九
幅
曼
荼
羅
紙
形
に
よ
る
発
尊
図
絵
の
金
剛
界
曼
荼
羅
を
開
眼
供
養
す

西
大
寺
に
於
て
真
言
八
祖
像
、
東
寺
紙
形
に
よ
る
十
二
天
屏
風
を
図
絵
す

西
大
寺
に
於
て
尭
尊
図
絵
の
胎
蔵
界
曼
荼
羅
を
開
眼
供
養
す

文
殊
像
を
般
若
寺
半
作
の
御
堂
に
渡
し
、
厨
子
に
安
置
す

西
大
寺
四
王
堂
に
北
条
実
時
寄
進
の
宋
版

一
切
経
を
安
置
す

関
東
鎌
倉
に
下
る
（
往
還
記
）

西
大
寺
に
於
て
は
じ
め
て
光
明
真
言
を
修
す

般
若
寺
文
殊
像
御
身
前
裏
に
五
字
、
八
字
、
両
界
等
の
種
子
曼
荼
羅
を
図
し
、
願
文
、
諸
経
を
納
む

般
若
寺
丈
六
文
殊
像
を
開
眼
供
養
す

こ
の
月
、
般
若
寺
を
西
大
寺
末
寺
と
し
、
慈
道
房
信
空
を
止
住
せ
し
む

般
若
寺
西
南
の
野
に
於
て
無
遮
大
会
を
お
こ
な
う
（
行
実
年
譜
、
他
）

鋳
物
師
西
珍
、
銅
細
工
成
仏
等
、
西
大
寺
金
銅
舎
利
塔
（
壇
塔
）
を
造
る
（
銘
）

法
華
寺
舎
利
そ
の
他
を
西
大
寺
に
集
め
て
供
養
す

西
大
寺
に
於
て
三
部
大
乗
経
を
摺
写
す

西
大
寺
の
寺
塔
僧
坊
供
料
の
田
畠
目
録
を
編
せ
し
む
（
奥
書
）

忍
性
、
西
大
寺
に
宋
版
大
般
若
経
、
両
界
種
子
曼
荼
羅
、
十
六
善
神
画
像
等
を
寄
進
す

仏
師
善
春
、
西
大
寺
浄
厨
の
大
黒
天
像
を
造
る
（
行
実
年
譜
）

平
岡
社
大
般
若
経
の
文
殊
像
印
仏
（
奥
書
）

出
家
せ
る
絵
師
、
西
大
寺
に
於
て
仁
王
会
の
百
仏
・
百
菩
薩
・
百
羅
漢
の
画
像
を
図
絵
す

西
大
寺
四
王
堂
に
彩
色
両
界
曼
荼
羅
を
懸
け
て
曼
荼
羅
供
を
修
す

叡
尊
、
八
字
文
殊
次
第
を
記
す
（
奥
書
）

新
造
の
西
大
寺
西
僧
坊
に
移
る

仏
師
善
春
、
叡
尊
寿
像
を
造
る
（
銘
、
納
入
文
書
）

西
大
寺
護
摩
堂
を
建
つ
（
行
実
年
譜
）
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同

年

同

年

同

三
年

同

二
年

正
応
元
年

同

十

年

同

九

年

同

八

年

同

年

同

七

年

同

年

同

六
年

同

五

年

同

年

同

四

年

九
〇
八
九
＼、ー、

J
'ノ

八
七
八
六
八
五
八
四
八 八 J¥ 

十
月
頃

十

一
月

九

日

十

一
月

廿

日

十

一
月
十
七
日

四
月
廿
四
日

八
月
廿
五
日

九

月

四

日

九
月

二
日

十
二
月

十

日

二
月
十
七
日

十

一
月

一
日

七
月
十
二
日

閏
七
月

一
日

（遷
化
之
記
）

亀
山
上
皇
、
西
大
寺
に
幸
し
仁
王
五
方
曼
荼
羅
を
賜
う
（
行
実
年
譜
）

石
清
水
八
幡
宮
の
宝
前
に
勤
行
し
、
異
賊
退
散
と
来
人
不
損
を
祈
る

仏
師
善
春
、
絵
師
明
澄
、
額
安
寺
虚
空
蔵
菩
薩
像
を
修
補
彩
色
す
（
銘
）

西
大
寺
塔
の
四
仏
像
を
修
補
す

亀
山
上
皇
、
新
造
の
西
大
寺
宝
生
護
国
院
に
幸
す

大
工
宗
安
、
西
大
寺
の
鉄
造
舎
利
塔
（
鉄
塔
）
を
造
る
（
銘
）

西
大
寺
僧
堂
を
始
む

西
大
寺
鎮
守
八
幡
宮
に
神
鉢
を
安
置
す

宇
治
浮
島
十
三
重
石
塔
を
建
つ
（
銘
）

般
若
寺
文
殊
像
の
脇
侍
、
優
墳
王
、
善
財
童
子
像
を
造
る
（
造
立
記
）

再
び
西
大
寺
寺
塔
僧
坊
供
料
の
田
畠
目
録
を
編
せ
し
む
（
奥
書
）

鳥
羽
院
御
殿
の
十

一
面
観
音
像
を
西
大
寺
四
王
院
に
安
置
す
（
亀
山
院
院
宣
写
）

西
大
寺
西
室
の
自
坊
に
て
示
寂
（
学
正
記
追
記
、
遷
化
之
記
）

こ
の
年
、
慈
道
房
信
空
、
叡
尊
を
う
け
て
西
大
寺
に
住
す
（
高
僧
伝
）

西
大
寺
奥
院
の
椒
尊
荼
毘
所
に
高

一
丈
一
尺
の
五
輪
石
塔
を
建
つ
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WHEN SHALL I BE ABLE TO ATTAIN SPIRITUAL LIBERATION? 

Eison and the Worship of MafijusrI 

HIRATA Yutaka 
Nagasaki Junshin Catholic University 

E
ison was responsible for memorable achievements in the history of the worship of MafljusrI 

(Monju) during the 13th century, but he was deeply tormented within his own heart. In the 

prayer-petition (ganmon) dedicated to the statue of MafljusrI at Hannyaji, which contains a 

colophon that is dated from the third month of the year 1265, one sees the lament in which Eison 

pleads to know, "When shall I be able to attain spiritual liberation ?" 

These words seem to reflect Eison's thinking, which was also expressed in his agonized statement 

on having "lost the path on the way to spiritual liberation in the long, dark night" found in the 

prayer-petition from Ebaradera, which is dated from the ninth month of 1245. 

Eison worshipped MafljusrI not as a high-ranking prelate but as a tormented human being who 

concealed in his heart the agony of not knowing when he himself would be spiritually liberated. 

At the same fime he was applying himself to the salvation of abandoned individuals suffering 

alone in poverty. 

In terms of his achievements in saving the faithful, Eison spared no effort in deepening his faith 

in MafljusrI: he continued his exploration of esoteric Buddhism and the Buddhist precepts, conferred 

the bodhisattva precepts on 97,710 individuals, and promulgated the production of a type of 

sculpture known as the Eight-Character MafljusrI (Hachiji Monju). Eison's worship of Ma面usrIwas 
deepened and enhanced by the torment of not knowing when he himself would be spiritually 

liberated. 

IV 




